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問　
大
蔵
海
岸
の
芝
生
広
場

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ

ー
ト
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、本
市
の
考
え
は
。

答　
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
設

置
の
調
査
、
検
討
を
す
る

中
、
令
和
６
年
10
月
に
大

蔵
海
岸
西
駐
車
場
で
３
×

 

３
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
設
置
の
要
望
が
多
く
、

改
め
て
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を

認
識
し
た
。
一
方
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の
常
設
は
、

地
域
の
合
意
形
成
が
重
要

で
あ
り
、
ま
ず
は
実
証
実

験
と
し
て
７
年
４
月
か
ら

問　
明
石
川
河
川
水
の
水
源

転
換
で
令
和
10
年
度
末
ま

で
に
貯
水
施
設
と
し
て
の

機
能
が
廃
止
と
な
る
野
々

池
貯
水
池
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
野
々
池
貯
水
池
は
、
上

下
水
道
局
が
資
産
と
し
て

保
有
し
続
け
る
限
り
、
構

造
物
の
維
持
管
理
な
ど
に

年
間
約
１
５
０
０
万
円
以

上
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

今
後
の
取
り
扱
い
は
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
民
間
事

問　
持
続
的
か
つ
安
定
し
た

医
療
提
供
の
た
め
に
、
地

域
医
療
を
担
う
人
材
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

答　
少
子
高
齢
化
社
会
の
進

展
に
伴
い
、
不
足
が
見
込

ま
れ
る
医
療
人
材
の
確
保

と
し
て
、
県
は
、
大
学
や

医
療
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
不
足
し
て
い
る
診
療
科

の
医
師
の
養
成
等
、
地
域

医
療
を
担
う
医
療
人
材
の

育
成
や
定
着
を
目
指
す
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

 

　
明
石
市
立
市
民
病
院
で

は
、
医
師
を
目
指
す
学
生

に
修
学
資
金
の
貸
与
や
臨

床
実
習
の
実
施
な
ど
将
来

的
な
医
師
確
保
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
立
大
学
看

護
学
部
の
学
生
に
、
実
習

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
し
、
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ

ー
ク
で
は
、
市
民
病
院
を

は
じ
め
市
内
の
保
健
福
祉

医
療
機
関
が
中
学
生
を
受

け
入
れ
て
い
る
。

 

　
今
後
も
県
や
医
育
機
関

で
あ
る
大
学
と
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
安
定
し
た
医

療
提
供
体
制
に
取
り
組
む
。

業
者
が
跡
地
を
開
発
す
る

た
め
に
は
、
市
街
化
調
整

区
域
か
ら
市
街
化
区
域
へ

の
編
入
や
用
途
地
域
の
指

定
が
必
要
に
な
る
こ
と
、

埋
設
し
て
い
る
水
道
の
重

要
管
路
の
移
設
費
用
が
膨

大
に
な
る
こ
と
、
大
き
な

幅
員
の
あ
る
道
路
に
接
続

し
て
い
な
い
た
め
土
地
利

用
に
一
定
の
制
限
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
る
。

 

　
７
年
度
は
上
下
水
道
局

で
跡
地
の
利
活
用
の
調
査

研
究
を
行
い
、
売
却
や
貸

し
付
け
の
方
法
等
を
検
討

移
動
式
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ

ー
ル
を
大
蔵
海
岸
多
目
的

広
場
に
設
置
し
、
騒
音
等

の
問
題
や
運
営
の
課
題
を

検
証
す
る
予
定
だ
。
同
広

場
は
、
人
工
芝
で
ド
リ
ブ

ル
音
が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、

指
定
管
理
者
に
よ
る

有
人
管
理
の
た
め
利

用
状
況
が
把
握
し
や

す
い
環
境
で
あ
り
、

 

実
証
実
験
で
し
っ
か

り
と
検
証
し
て
い
く
。

 

　
今
後
は
先
進
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

10年度に貯水池機能廃止予定の野々池

大
蔵
海
岸
で
実
証
実
験

　
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
設
置

 

騒
音
問
題
や
運
営
課
題
を
検
証

水
道
事
業

赤
字
幅
は
増
加

今
後
の
取
り
組
み
は

幼
保
小
の
架
け
橋
期

�

モ
デ
ル
校
を
指
定
し

　
　
取
り
組
み
を
推
進

電
話
で
救
急
相
談

＃
７
１
１
９

導
入
を
目
指
す

野々池貯水池の跡地利用
さまざまな課題

市として総合的に検討

医療志す人材育成へ
県・大学等と連携し

安定した医療提供体制を

す
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に

与
え
る
影
響
が
大
き
く
市

問　
水
道
事
業
の
安
定
的
・

効
率
的
な
事
業
運
営
の
進

め
方
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
令
和
７
年
度
水
道
事
業

予
算
は
、
約
８
億
５
千
万

円
の
赤
字
予
算
で
５
年
度

以
降
、
赤
字
幅
は
増
加
し

て
い
る
。赤
字
の
要
因
は
、

水
道
料
金
収
入
が
横
ば
い

か
減
少
す
る
一
方
で
、
動

力
費
等
の
高
騰
や
水
源
転

換
事
業
に
伴
う
受
水
費
の

増
加
、
水
道
施
設
の
老
朽

問　
文
部
科
学
省
が
推
進
す

る
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
導
入
し
て
、
子
ど

も
の
就
学
前
後
の
し
ん
ど

さ
を
楽
に
で
き
な
い
か
。

市
の
見
解
を
聞
く
。

答　
本
市
は
、
就
学
前
施
設

を
対
象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
小
学

校
で
の
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、
５
歳

児
か
ら
小
学
校
１
年
生
の

２
年
間
に
わ
た
る
架
け
橋

期
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

い
る
が
、
各
学
校
園
で
、

別
々
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
て
い
る
た
め
、
十

分
に
機
能
し
な
い
課
題
が

あ
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

趣
旨
を
踏
ま
え
双
方
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
、
就
学
前
施

設
と
小
学
校
が
連
携
し
て

作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
か
ら
モ
デ
ル

校
を
指
定
し
取
り
組
む
。

 

　
今
後
は
、
モ
デ
ル
校
の

成
果
を
共
有
す
る
仕
組
み

づ
く
り
や
、
小
学
校
２
年

生
以
降
に
も
効
果
的
に
つ

な
が
る
一
貫
性
の
あ
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
進
め
る
。

問　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事

業
（
＃
７
１
１
９
）
に
つ

い
て
聞
く
。

答　
本
事
業
は
、
病
気
や
け

が
の
対
応
に
迷
っ
た
際
の

電
話
相
談
窓
口
で
あ
る
。

医
師
や
看
護
師
等
、
専
門

知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が

24
時
間
３
６
５
日
対
応
し
、

緊
急
性
の
有
無
や
応
急
手

当
て
の
方
法
、
受
診
可
能

な
医
療
機
関
の
案
内
等
を

行
い
、
市
民
の
不
安
を
軽

減
し
て
い
る
。
ま
た
、
搬

送
者
の
半
数
以
上
が
軽
症

患
者
で
あ
る
救
急
車
の
適

正
利
用
を
促
進
す
る
効
果

も
期
待
で
き
る
。

 

　
県
内
で
は
神
戸
市
、
姫

路
市
、
芦
屋
市
が
実
施
し

て
お
り
、
県
も
令
和
７
年

度
中
に
市
町
と
共
同
で
協

議
会
を
設
置
し
、
人
員
や

設
備
を
１
カ
所
に
集
約
す

る
セ
ン
タ
ー
方
式
で
の
実

施
を
目
指
し
て
い
る
。

 

　
現
在
、
開
始
時
期
は
未

定
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
多
く
の
市
民
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、
積

極
的
、
継
続
的
な
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

全
体
で
総
合
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 

化
に
伴
う
更
新
費
用
の
増

加
な
ど
で
あ
る
。
収
入
が

減
少
し
、
費
用
が
増
大
す

る
中
、
水
道
料
金
の
適
正

化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

市
は
持
続
可
能
な
水
道
事

業
の
健
全
運
営
の
た
め
、

 

６
年
度
に
明
石
市
上
下
水

道
事
業
経
営
審
議
会
を
設

置
し
、
水
道
料
金
や
今
後

の
経
営
基
盤
の
在
り
方
、

運
営
の
諸
課
題
等
を
審
議

し
て
い
る
。
７
年
度
中
に

経
営
基
盤
強
化
等
の
答
申

を
受
け
、
市
の
方
針
を
速

や
か
に
示
す
予
定
だ
。
な

お
、
今
後
の
審
議
内
容
や

検
討
状
況
は
広
く
公
開
し
、

丁
寧
に
議
論
し
て
い
く
。

昨年10月実施のバスケットボールイベント

監
査
委
員
　

選
任
に
同
意

　
識
見
を
有
す
る
者
か
ら
選

ば
れ
る
２
人
の
監
査
委
員
の

う
ち
、
藤ふ
じ
本も
と
一か
ず
彦ひ
こ
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
菜な

虫む
し
忠た
だ
司し

氏

を
新
た
に
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
昭
和
62
年
か
ら

明
石
市
に
奉
職
さ
れ
、
明
石

市
立
市
民
病
院
経
営
管
理
本

部
法
人
管
理
室
長
、
会
計
管

理
者
、
議
会
局
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
監
査
委
員
の
任
期
は
４
年

で
す
。

　

高
校
時
代
、
器
械
体
操
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
本

当
は
中
学
か
ら
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
校
区
の
中
学

校
に
は
体
操
部
が
な
く
、「
体
操
部
が
あ
る
高
校
」
を
選
び

ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
ッ
キ
ー
（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
）

の
中
の
人
に
な
る
」
と
い
う
夢
を
掲
げ
、
必
死
に
バ
ッ
ク

転
を
練
習
。
練
習
し
す
ぎ
て
水
泳
の
授
業
で
前
方
宙
返
り

で
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
。
合
宿
に
持
ち
込
ん
だ
マ

ン
ガ
は
、
今
も
顧
問
に
没
収
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。
思
い
出

す
の
は
、
ば
か
な
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
夢
中
に
な
れ
る

も
の
が
あ
り
、
仲
間
と
過
ご
せ
た
時
間
は
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
し
た
。

　

今
、
中
学
校
の
部
活
動
の
在
り
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
環
境
は
変
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
夢
中
に

な
れ
る
時
間
」
を
持
て
る
よ
う
、
地
域
全
体
で
支
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

令和６年　明石市議会の会期および議決事項件数

区　　分
開
会
日

閉
会
日

会
期
日
数

市長提出議案 議員・委員会
提出議案

条　
例

予　
算

決　
算

契　
約

人　
事

そ
の
他

計
提
出
数

可
決
数

可
決
数

第１回定例会 
３月議会 2/20 3/22

130

22 22 － 1 2 2 49 49 3 3

第１回定例会 
５月議会 5/14 5/15 1 1 － － 2 － 4 4 － －

第１回定例会 
６月議会 6/7 6/28 6 2 － 1 1 4 14 14 － －

第２回定例会 
９月議会 9/9 10/16

101
2 3 14 2 2 － 23 23 2 2

第２回定例会 
12月議会 11/27 12/18 7 4 － － 1 6 18 18 1 1

計 231 38 32 14 4 8 12 108 108 6 6




